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輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議

地方創生やらまいか通信 vol.300

2021.11.4＠ふくろい新産業会館「キラット」

「誰もが生涯暮らし続けられるまち」の実現に向け、「袋井ならではの豊かな暮らし」を共に考え、
共に創り出す「共創によるまちづくり」の推進と仕組みづくりに取り組みます。

その第一歩として『官民共創ワーキング』を立ち上げ、共創に向けた取組を試行しつつ、地域に
必要な新たな仕組みづくりを検討していきます。

人生100年時代の地域経営のあり方を探る

官民共創ワーキングが始動。

次代を見据えた

新たな仕組みづくりへの挑戦



官民共創ワーキングでは「豊かさの充実」と「支え合い」の２分野を視野に、共創の取組について
試行的に実践することから始めます。

官民共創ワーキングの進め方

＜第１回ワーキングの取組内容＞

①学校やその他の植栽・花壇管理の改善策
（より良くする、困りごとの解決など）

②学校やその他の植栽・花壇管理を通じた
「豊かさの充実」や「支え合い」に係る取組の展開、新たな繋がりづくり

<参加者のコメント>

ワーキングの初年度は
花をモチーフに学校を接点とした「共創の取組」を試しつつ、プロトタイプづくりを目指します。

豊かさの
充実

地域ならではの文化や
ライフスタイルなどの有志に
よる「豊かさの充実」

支え合い
公助縮小分を互助・自助とし
て地域住民や事業者が担う
「支え合い」

花の輪
プロジェクト

◆学校を起点・接点とした
地域単位の共創
◆「花」をモチーフ

袋井の共創スタイルのプロトタイプづくり

豊かさの
充実

地域ならではの文化やライフスタ
イルなどの有志による「豊かさの
充実」

支え合い
公助縮小分を互助・自助として地
域住民や事業者が担う「支え合
い」

地域住民や児童等が参画することで、
市が考えている以上の水準で管理ができている事例

子どもたちが委員会で利用している学校の花壇

＜今後のスケジュール＞

R3.12月 第２回「試行実証の企画検討」 ⇒ R4.1~２月「実践＆検証」
R4.３月 第３回「全体総括」と「来年度の進め方の検討」

学校関係者や市職はもとより、花苗を育てている方やガーデニングを楽しんでいる方をはじめ、飲食店や
福祉・スポーツ事業を営む方のほか、大手企業に勤める従業員らなど多様な主体が参加し、互いの希望や
困りごとなどを確認しながら、共創のアイデアを検討しました。

試行実証

まだ実感がわかないけど･･･
こうした場があると
新しいコトが動き出しそう
でワクワクした

お互いの活動や困りゴトを
よく知らなかった。
まずは、互いの活動を知る
ことが大事だと感じた

色々な人が集い語り合うとこれまで
思いもつかなかった視点やアイデア
に出会えることがわかった


